僕 は 或 初夏の 午後、 谷 崎 氏と 神 田 を ひやかしに 出か 

けた。 谷 崎 氏 は その 日 も 黒 背広に 赤い 襟 飾り を 結んで 

ゐた。 僕 はこの 壮大なる 襟 飾りに、 象徴せられ たる 口 

マン ティ シズ ム を 感じた。 尤も Y J れは 僕ば かりで はな 

い。 往来の 人 も 男女 を 問 はず、 僕と 同じ 印象 を 受けた 

ので あらう。 すれ違 ふ 度に 谷 崎 氏の 顔 を じろじろ見な 

いもの は 一人 もなかった。 しかし 谷 崎 氏 は 何と 云って 

もさう 云 ふ 事実 を 認めなかった。 

「あり や 君 を 見 るんだ よ。 そんな 道行きなん ぞ 着て ゐ 

るから ご 

僕 は 成程 夏 外套の 代りに 親父の 道行き を 借用して ゐ 
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